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コイル

　抵抗の無視できる細い導線をすきまなく

一様に回巻いて，断面図 
 ，長さ

の中空のソレノイドを作り，真空中

に置いた。起電力の電池，抵抗値

の抵抗，電流計およびスイッチを図

に示すようにつないで，回路を作っ

た。電池と電流計の内部抵抗は無視できる

ものとする。ソレノイドの長さはそ

の直径に比べて十分長いものとする。また，図中の矢印の方向からソレノイドを見る

と，導線は右巻きに巻かれながら奥の方へ進んでいる。真空中の光の速さを，真

空の誘電率を   
  ･  ，真空の透磁率を     とする。

　次の文章中の ア ～ ク に最も適切な式または記号を，　　　で囲まれた

　  と  に適切な単位の記号を入れよ。

　　スイッチを入れると，回路に流れる電流はすぐに一定にはならないで，し

　だいに増加して一定値 ア に近づく。これは電磁誘導によってソレノイドに誘

　導起電力が生じ，電流の急激な変化を妨げるからである。誘導起電力の大きさはソレ

　ノイドの自己インダクタンスと電流の時間変化によって決まる。このソレノイドの自

　己インダクタンスを求めよう。ソレノイド内部の磁界磁場の強さは，

　  イ   　である。ソレノイド内部を通る磁束は， Φ ウ  

　である。時間の間に流れる電流がだけ変化し，ソレノイド内部を通る磁

　束はΦ  だけ変化したとする。このとき，コイル巻きあたりに生じる誘導

　起電力は　  
Φ


エ




　であ

　り，ソレノイドの両端に生じる誘導起電力は

　  オ



　である。したがって，自

　己インダクタンスは，  カ 　となる。

　　スイッチを切って十分時間が経過したのち，

　図に示すように，ソレノイドの外側に巻き

　数のコイルを巻き，抵抗とつないで回

　路をつくった。コイルを巻く方向はソレノ

　イドと同じである。再びスイッチを入れた。
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　すると，コイルにも誘導起電力が生じ，電流は図中に示した矢印の記号 キ の

　方向へ流れた。これは相互誘導現象である。ソレノイドを貫く磁束とコイルを貫く

　磁束はいつも同じなので，コイル巻きあたりに生じる誘導起電力はどちらのコイル

　に対しても同じである。時間の間に流

　れる電流がだけ変化したとすると，

　回路の抵抗の両端にかかる電圧は，

　  ク



　となる。

　回路の電池を，電流の制御できる電源

　に交換し，図に示す電流を流した。ただ

　し，で回路に流した電流の向きを正に

　とる。ソレノイド間の相互インダクタンスが

　のとき，回路の点を基準として

　点の電位をグラフにかけ。
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